
 

 

 

 

 

 

 

   

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ４日（日） １１日（日･祝） １２日（月･振） 18 日（日） 

19 日（月） ２３日（金･祝） ２５日（日） ２６日（月） 

＜教科基礎講座/英語 第５回＞1月 19 日 

・授業で使えるアイデアを体験型で教えていただけ
たので、とても分かりやすく取り入れやすいと感じ
ました。 
・あるテーマに沿って自分の考えを英語で表現する
など、教師の英語力向上にも有効な研修内容だと感
じました。 
・やはり英語の学習は、チャン
ツや歌、体を動かすことで苦手
意識をなくしながら楽しく取り
組むものだと思いました。 

＜教科基礎講座/小学校音楽＞1 月 30日 

・リズムパターンを組み合わせたり、掛け声を入れ
たりして、グループで協力して創作活動をする手立
てを学ぶことができました。 
・デジタル教科書の活用方法について知ることがで
きました。メトロノーム、
リコーダー運指表、タイマ
ーなど、すぐに活用できそ
うなものも紹介していただ
いたので、実践で活用して
いきたいです。 

 ２月休館日 

第 97 号 令和６年２月６日 

 

・「いじめ・不登校等への対応」については、相談してくれた相手の思いを受

け止め、困っている生徒を助けたいという思いで動くことが、相手に伝わる言

葉や行動になると学びました。正直、保護者対応については不安ばかりです。

しかし、今回の講義・演習から、初動で大切なことや、自分のできる事・でき

ない事を理解して組織で動くことの重要さを学ぶことができました。 

1月 24日 第 16回初任者研修 本年度の初任研もあと１回！ 

1月30日 第４回特別支援協力員研修 

・今日は日頃支援をしている中で、協力員のみなさんが困っていることや相談し

たいことを話し合うことができました。その中で、障害に応じた具体的な対応の

仕方や体験談も直接聞くことができたので、とても有意義な研修会でした。 

・小学校の低学年に支援してもらった経験で大人になったときの苦しさが減る、

という内容のスクールカウンセラーの先生の言葉が心に残りました。子どもたち

を支援していくという仕事をしていく上で、「人を信じようと思う気持ち、他者

を頼る気持ちを育てる」ことをいつも意識していたいです。 

1 月 30 日 第 12 回現職教育研究主任研修 

・本研修で他校の実践を聞いて、現職教育研究主任の仕事は「工夫しようと思えば、とこ

とん工夫できる」と感じました。私たちは子どもたちのためにより質の高い教育を提供し

ていく必要があり、それこそが教員最大の使命と考えます。そのために、研究主任として

職員内の研究内容への意識が高まるように、今後も工夫して取り組んでいきたいです。 

・本年度の成果と課題を来年度の取組に生かす方法を教えていただき参考になりました。

学校の強みや弱みを知ることで、その学校ならではの現職教育が行えると思いました。 

小中学校教科基礎講座 



2 月・３月の自主研修の予定 
 

 

 

 

 教育センターの図書室に新しい本が入りました。各教科に役立つ本や教育心理の関係の本がたくさんあ 

ります。ぜひ、教育センター図書室でお手にとってみてください。 
 

開催日時 講座名 主な内容 

2 月６日(火) 

 第１研修室 

教科基礎講座 中学校音楽 

「音楽づくり・創作の実践と 

評価について」 

元東京学芸大学 准教授 石上 則子 先生を講師 

にお迎えし、「日本の音階を生かした旋律づ 

くり」のテーマのもと、ワークショップ型の 

研修を行います。中学校の先生方はもちろん 

小学校の先生方にもお勧めです。 

2 月 20 日(火) 

 第１研修室 

 またはオンライン 

【ハイブリッド研修】 

※ 令和 6 年度に向けて 

On your mark！講座 

【講座１】 

カリキュラムマネジメントを 

意識した教育活動 

 

中部大学 教授 深谷 圭助 先生を講師にお迎 

えし、さまざまな視点から「カリキュラムマ 

ネジメント」とはどのようなものかを事例を 

交えてお話ししていただきます。四・五役の 

先生方はもちろん、現職教育研究主任や学年 

主任の先生方、１０年目以上の先生方にとっ 

ては、新年度のスタートにつながるお勧めの 

講座です。 

２月 28 日(水) 

 第１研修室 

 またはオンライン 

【ハイブリッド研修】 

※ 令和 6 年度に向けて 

  On your mark！講座 

【講座２】 

毎日楽しく生徒指導 

オリンピア法律事務所 弁護士 竹内 千賀子 先 

生を講師にお迎えし、法律の視点からさまざ 

まな事例の問題点や改善点をお話ししていた 

だきます。若い先生方はもちろん、１０年目 

以上の先生方にとっては、特にお勧めの講座 

です。 

３月１日(金) 

 第１研修室 

教科基礎講座 中学校理科 
「中学校理科におけるテスト
作りの『いろは』を学ぶ」 

至学館大学 教授 鈴木 達見 先生を講師にお迎
えし、テスト作成の悩みや困りごとについて
アドバイスをいただきます。本年度実施した
テスト（学年や時期は問いません）を事前に
教育センター担当に提出していただきます。 

３月５日(火) 

 第１研修室 

 またはオンライン 

【ハイブリッド研修】 

※令和 6 年度に向けて 

  On your mark！講座 

【講座３】 

子どもたちがいきいきと活動で 

きる授業開き 

 

国語授業クリエイター 元立命館小学校教諭の 

岩下 修 先生を講師にお迎えし、授業をよりよ 

く展開していくための土台としての学級づく 

り、新年度の授業開きにスポットを当ててご 

講義をいただきます。若い先生方はもちろん、

若い先生方を指導される先生、授業の基礎を 

確認したいと思っている先生方にとって、特 

にお勧めの講座です。 

｢ウェルビーイングな学校をつくる―子どもが毎日行き 

たい、先生が働きたいと思える学校へ｣/中島 晴美 著 

 教育界でも広まり始めた「ウェルビーイング」をいち 

はやく学校現場に取り入れ、理論に基づいて実践を進め 

てきた著者の学校では、2 年間で「『学校が楽しい』子 

どもが 98％、学力が伸びた子どもが

増加、異動希望の教員がゼロ」などの

目に見えた効果が表れています。さま

ざまな困難を抱える学校で、どうすれ

ば現場から子ども・教師の「幸せ」を

めざせるのか……。そのヒントをこの

本から見つけられるかもしれません。 

「13 歳から分かる！プロフェッショナルの条件」 

/藤屋 伸二 監修 

 この本は、ドラッカーの「プロフェッショナルの条件」 

をベースに、成果を上げ、人生を豊かにするための方法に 

ついてわかりやすくまとめたものです。ドラッカーの言 

う「成果」とは、「人が人生を充実させ、

本当の幸せを手に入れるために必要なも

の」を表します。成果を上げるためには特

別な才能が必要なのではなく、能力を身に

つけるために自分なりにまず実践してみる

ことが何より大切だと本著では述べていま

す。短い時間で読了できる分量なので、折

に触れて読み直せるのも魅力です。 

※の講座については、別紙のリーフレットも

ご参照ください！ 


